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教
育
長
　
具
体
的
に
は
、
授
業

時
間
に
お
け
る
校
門
の
閉
鎖
、

来
訪
者
に
対
す
る
受
付
で
の
チ

ェ
ッ
ク
。
ま
た
、
校
内
で
の
名

札
の
着
用
等
を
日
常
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
不
審
者
が

校
内
に
侵
入
し
た
場
合
を
想
定

し
て
の
職
員
の
連
絡
体
制
や
対

応
の
訓
練
等
及
び
児
童
・
生
徒

の
避
難
訓
練
等
を
定
期
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
校

の
安
全
対
策
の
点
検
や
地
域
の

学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対

す
る
指
導
を
行
う
「
千
葉
県
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
」
の

活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
６
月

中
に
す
べ
て
の
小
学
校
を
訪
問

す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
不
審
者
等
を
は
じ
め

と
す
る
防
災
情
報
を
メ
ー
ル
で

配
信
す
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入

は
、
今
学
期
中
の
試
行
開
始
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

子
ど
も
は
地
域
ぐ
る
み
で
守
る

と
い
う
市
民
意
識
を
も
と
に
、

全
市
的
な
防
犯
活
動
を
充
実
さ

せ
る
た
め
の
人
的
・
物
的
な
条

件
整
備
を
推
進
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
　
登
校
・
下
校
時
の
安
全
対

策
の
周
知
徹
底
は
如
何
か
。

教
育
長
　
通
学
路
の
安
全
点

検
・
学
校
に
お
け
る
防
犯
教
室

の
開
催
、
情
報
の
共
有
体
制
の

整
備
、
地
域
で
子
ど
も
を
守
る

た
め
の
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
）
の
充

実
、
ま
た
、
新
た
に
新
１
年
生

に
対
し
て
の
防
犯
ブ
ザ
ー
の
携

帯
等
と
考
え
て
い
ま
す
。

１
人
で
の
下
校
を
せ
ず
、
複

数
で
下
校
す
る
こ
と
。
不
審
者

に
遭
遇
し
な
い
た
め
危
険
を
察

知
し
、
回
避
す
る
防
犯
教
育
の

推
進
。
万
が
一
不
審
者
に
遭
遇

し
た
ら
そ
の
場
か
ら
早
く
離

れ
、
近
く
の
人
、
民
家
（
子
ど

も
１
１
０
番
の
家
）
等
に
助
け

を
求
め
る
こ
と
。
不
審
者
を
見

か
け
た
ら
警
察
、
学
校
に
通
報

す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
対
策
等

は
、
毎
月
行
わ
れ
る
小
中
学
校

校
長
会
議
・
教
頭
会
議
に
お
い

て
、
安
全
指
導
に
対
す
る
項
目

を
設
け
て
周
知
徹
底
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
各
学
校
は
、
学
校
だ

よ
り
や
学
年
だ
よ
り
等
を
通
し

て
、
各
家
庭
や
地
域
に
対
し
て

の
理
解
や
協
力
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
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個
人質問

◆
街
の
グ
ロ
ー
バ
ル
デ
ザ
イ
ン

問
　
将
来
に
耐
え
得
る
基
盤
整

備
を
す
る
に
は
、
歩
道
整
備
お

よ
び
そ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

交
差
点
改
良
、
マ
ン
ホ
ー
ル
・

消
火
栓
・
Ｕ
字
溝
の
蓋
に
よ
る

騒
音
対
策
、
Ｕ
字
溝
の
清
掃
と

改
良
が
必
要
で
す
が
如
何
か
。

市
長
　
歩
道
整
備
で
は
「
千
葉

県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

に
基
づ
き
、
高
齢
者
や
障
害
者

が
安
全
か
つ
快
適
に
利
用
で
き

る
よ
う
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
歩
道
な
ど
道
路
拡
幅

用
地
を
確
保
す
る
た
め
、
都
市

計
画
法
で
は
、
計
画
決
定
さ
れ

た
区
域
内
で
、
容
易
に
移
転
で

き
な
い
建
築
物
に
は
建
築
制
限

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

拡
幅
計
画
の
あ
る
市
道
で
は
、

建
築
確
認
申
請
時
に
、
土
地
所

有
者
に
計
画
内
容
を
説
明
し
て

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

な
お
個
人
の
財
産
で
あ
る
土
地

に
建
築
制
限
を
行
う
こ
と
は
、

財
産
権
の
侵
害
に
な
る
お
そ
れ

が
あ
り
、
条
例
の
制
定
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

交
差
点
改
良
に
は
施
設
用
地

の
確
保
や
多
額
の
費
用
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、
交
通
量
の
状
況

や
交
通
事
故
の
発
生
状
況
を
把

握
し
た
上
で
整
備
手
法
の
検
討

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
な
ど
に
伴
う

騒
音
・
振
動
に
は
そ
の
都
度
対

応
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
、
現
場
に

合
っ
た
方
法
で
補
修
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
な
お
歩
道
の
下
に

下
水
道
管
な
ど
を
埋
設
す
る
こ

と
は
都
市
計
画
道
路
の
一
部
を

除
い
て
難
し
い
と
考
え
て
お

り
、
当
面
は
車
道
部
分
に
埋
設

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
ま

す
。
そ
こ
で
、
設
計
段
階
で
よ

り
騒
音
に
効
果
的
な
製
品
を
採

用
し
て
、
設
置
位
置
の
検
討
も

行
い
、
施
工
の
際
に
は
十
分
な

現
場
管
理
に
努
め
ま
す
。

側
溝
清
掃
は
業
務
委
託
に
よ

り
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
一
部

の
地
域
で
は
地
元
区
と
協
働
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
市
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

多
少
の
雨
で
も
あ
ふ
れ
る
地
域

の
雨
水
対
策
は
、
地
域
ご
と
に

条
件
が
異
な
る
た
め
、
地
域
に

合
っ
た
整
備
手
法
に
よ
り
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

建
設
部
長
　
市
の
年
間
工
事
は
、

補
助
対
象
事
業
で
行
っ
て
い
る

路
線
等
、
２
路
線
が
限
度
で
、

文
違
１
号
線
等
の
事
業
の
後
、

３
区
３
５
号
線
（
三
区
十
字
路

〜
五
差
路
）
、
６
区
１
号
線

（
五
差
路
〜
国
道
４
０
９
）
を

検
討
し
ま
す
。

問
　
本
年
初
め
に
視
察
し
た
山

形
県
金
山
町
は
、
秋
田
県
境
で

秋
田
杉
の
生
産
圏
内
に
あ
り
、

樹
齢
80
年
を
越
え
る
も
の
を
金

山
杉
ブ
ラ
ン
ド
で
生
産
・
販
売

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昔
な
が

ら
の
住
宅
を
金
山
住
宅
と
称
し

て
、
増
改
築
の
際
に
は
、
地
元

金
山
杉
を
使
っ
た
、
切
妻
・
し

っ
く
い
造
り
の
金
山
住
宅
に
す

る
よ
う
助
成
金
を
出
し
て
奨
励

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
金
山

杉
の
育
成
に
よ
る
自
然
景
観
、

金
山
住
宅
に
よ
る
町
並
み
景
観

の
創
造
で
あ
り
、林
業
を
育
て
、

建
築
職
人
の
経
済
を
支
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
金
山

住
宅
の
技
術
を
維
持
す
る
た
め

毎
年
建
築
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施

し
て
職
人
の
意
欲
を
高
め
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
造
ら

れ
た
景
観
は
児
童
の
情
操
に
も

大
き
く
影
響
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
金
山
町
の
よ
う
に
景
観
、

地
域
経
済
、
教
育
に
配
慮
し
た

１
０
０
年
の
計
こ
そ
グ
ロ
ー
バ

ル
デ
ザ
イ
ン
と
言
え
る
も
の

で
、
当
市
で
も
必
要
と
考
え
ま

す
が
如
何
か
。

市
長
　
本
市
の
地
域
資
源
を
活

か
し
た
地
域
産
業
や
町
の
活
性

化
の
観
点
か
ら
、
市
の
資
源
と

景
観
と
の
結
び
つ
き
を
も
重
視

し
て
、
産
業
振
興
に
よ
り
寄
与

す
る
街
づ
く
り
を
市
民
の
皆
さ

ん
を
交
え
な
が
ら
調
査
・
研
究

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
市
民
債
を
発
行
し
て
の
街

づ
く
り
は
、
道
の
駅
を
作
る
場

合
の
よ
う
に
、
行
政
は
計
画
及

び
調
整
役
、
市
民
が
出
資
し
て

運
営
・
管
理
す
る
と
い
う
、
市

民
の
力
で
事
業
を
展
開
す
る
き

っ
か
け
に
な
る
と
考
え
ま
す
が

如
何
か
。

市
長
　
本
市
は
大
型
事
業
に
よ

る
地
方
債
の
償
還
が
増
加
し
て

お
り
、
起
債
の
活
用
に
つ
い
て

は
後
年
度
負
担
に
配
慮
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

◆
市
長
の
政
治
姿
勢

問
　
小
泉
内
閣
の
５
年
間
の

「
構
造
改
革
」
は
、
国
民
の
中

に
格
差
と
貧
困
を
も
た
ら
し

た
。
全
労
働
者
の
３
人
に
１
人

は
非
正
規
雇
用
で
経
済
的
に
不

安
定
で
あ
る
。
ま
た
、
企
業
に

は
12
兆
円
も
の
減
税
を
す
る
一


